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令和５年羊蹄山ろく消防組合警防概況

１ 災害出動の概要

令和５年中における災害出動は、火災出動２３件（前年比７件増）、救急出動２,３４７件（前年

比２１９件増）、救助出動８７件（前年比２件減）、警戒出動１７５件（前年比７件減）、調査出動

１件（前年比３件減）、応援出動４件（前年比３件減）となった。（第1表参照）

消防組合関係町村別（倶知安町・蘭越町・ニセコ町・真狩村・留寿都村・喜茂別町・京極町）

の災害出動町村別及び月別状況は付属資料1-1、1-2のとおりとなっている。

なお、火災出動件数は事後聞知２件を含んだ総数である。

第１表 災害出動の状況

※救助出動・・・救助出動（交通事故、山岳救助等）、多数傷病者救急救助出動、捜索出動（山菜採

り捜索等）

※警戒出動・・・警戒出動（危険物漏洩、火災と紛らわしい行為等）、水防出動、危険排除出動（自

然災害による屋根飛散防止等）、支援出動（ヘリコプター離着陸支援等）

※応援出動・・・羊蹄山ろく消防組合管轄区域外への出動

２ 火災の発生状況

（１）火災種別・町村別の火災発生状況

令和５年中における火災の概況は、２３件

発生しており、前年比較で６件の増加である。

町村別にみると倶知安町及びニセコ町が各

６件で最多となり、次いで蘭越町の５件、留

寿都村４件、喜茂別町及び京極町は各１件、

真狩村は無火災であった。（第２表参照）

出 動 区 分 単 位 令和５年 令和４年 増 減

火 災 出 動 件 ２３ １６ ７

救 急 出 動 件 ２,３４７ ２,１２８ ２１９

救 助 出 動 件 ８７ ８９ △２

警 戒 出 動 件 １７５ １８２ △７

調 査 出 動 件 １ ４ △３

応 援 出 動 件 ４ ７ △３

合 計 件 ２,６３７ ２,４２６ ２１１

出動人員

消防吏員 人 ８,９４１ ８,２９１ ６５０

消防団員 人 １５９ ７０ ８９

合 計 人 ９,１００ ８,３６１ ７３９
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第２表 町村別の火災発生状況

※調査中あり ※調査中あり

火災種別では、建物火災10件、その他火災8件、車両火災3件、林野火災2件であり、建物火

災の10件（前年比1件増）は、全焼4件、部分焼3件、ぼや３件となっている。用途別でみると、

宿泊施設及び住宅が各3件、寄宿舎、工場、倉庫、事務所が各1件発生し、主な出火原因は、スト

ーブやコンロに起因するもののほか、電気機器（配線類）の接触不良や漏電によるものである。

その他火災では枯草焼きやゴミ焼きの火が周囲に燃え広がり火災となっており、林野火災では広範

囲にわたり山林等を焼損している。

【月別火災発生状況】

月別火災発生件数は5月にごみ焼き等により林野火災及びその他火災が集中しており、冬季は

ストーブが起因する建物火災が目立っている。（第３表参照）

第３表 月別火災発生件数

【出火率（人口1万人当たりの火災発生件数）】

出火率は6.82件で、近年の全道出火率（令和３年3.３0）を上回る数値で推移している。
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損
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員

倶知安町 ６ 6 2 16.44 28,993 8 3 6

蘭 越 町 ５ 1 4 269.55

ニセコ町 ６ 3 2 1 278.81 100.30 1,710 ３ 2 4

真 狩 村

留寿都村 ４ 1 1 2 42.00 6,439 1

喜茂別町 1 1 167

京 極 町 1 1

合 計 23 10 3 2 8 2 337.25 369.85 37,309 1２ 5

町村別

1０
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【初期消火の実施状況】

初期消火の実施状況は、全火災23件に対し、９件（実施率39％）で、うち３件が成功（成功

率3３％）している。

消火方法の詳細は第4表のとおりである。

第4表 初期消火の実施状況

（２）火災による死傷者

火災による負傷者は2名発生しており、避難中によるものとなっている。（前年の死傷者は建物

火災、車両火災にて負傷者2名）

（３）り災状況及び火災による損害額

焼損棟数は、1２棟（前年比２棟減）である。焼損面積については、建物焼損床面積が３２０．

８１㎡（調査中2件あり）、建物焼損表面積は１６．４４㎡（調査中1件あり）、損害額は、37,309

千円（調査中2件あり）となっている。

（４）火災発生原因及び火災の特徴

火災原因別では、ストーブに起因するものが２件あり、煙突の施工不良によるものであった。全

般的に火気使用中にその場を離れたことや電気配線の経年劣化等が要因となり火災に至っている。

原因別火災件数は第５表のとおりとなっている。

第５表 原因別火災件数

（５）住宅用火災警報器の設置促進・維持管理

住宅用火災警報器の設置が平成23年6月から義務化となっており、令和５年実施のアンケー

ト調査によると、８１％の設置率に対し条例適合率が６０％となっている。

初期消火の実施状況

初期消火における消防用設備等の使用状況

消火器 水バケツ等
布団、

毛布等

その他

（土等）

有 ９
成功 ３ 1 2

失敗 ６ 2 2 2

無 14

火災原因別 令和５年 令和４年 比較

たばこ １ △１

こんろ １ １

ストーブ ２ ３ △１

電気機器等 ３ １ ２

溶断機・切断機 １ △1

電灯・電話等の配線 ３ １ ２

火入れ １ １

放火（放火の疑い）

その他（ごみ焼き等） ９ ４ ５

不明・調査中 ４ ４

合 計 ２３ １７ ６
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条例により規定している寝室への設置は就寝時間帯の火災を早期に発見し、逃げ遅れによる焼死

事故防止につながることから今後も消防団員、女性防火クラブ等と積極的に連携し設置並びに適正

な維持管理の広報を継続的に実施する。

住宅用火災警報器は、設置又は製造から１０年を目安に交換することを進めており、義務化から

１０年以上が経過し交換が必要な住宅が増加していくことから交換時期についてもPRしていく。

３ 救急出動の状況

救急出動件数は、2,347件（前年比219件増）となり、消防組合設立後の最多記録を更新し

た。1日の平均出動件数は6.4回で、不搬送（199件）を除く救急件数は2,148件である。搬

送人員についても2,166人（前年比182人増）と増加した。

心肺停止患者は52件あり、傷病者を医師へ引継ぐ前に心拍が再開した症例は５件（9.6%）と

なっている。

救急患者の収容先については、羊蹄山ろく消防組合管内医療機関に74.8％収容しており、中枢

病院であるＪＡ北海道厚生連倶知安厚生病院への収容比率が最も高く73.4%となっている。

消防組合管内以外では、小樽市内の医療機関への収容が8.7%、札幌市内の医療機関への収容が

13.2％となっており、この他の医療機関別収容先の状況は付属資料3-2のとおりとなっている。

（１）救急事故別出動状況

救急事故別の出動件数順は、依然として急病が最も多く1,107件（前年比67件増）で全出動

比率の47.1％を占めている。

次いでスキー事故を含めた一般負傷が587件（前年比116件増）、病院からの転院搬送が419

件（前年比44件増）、交通事故は134件（前年比7件減）となっている。

その他の出動件数及び搬送状況又は各救急統計については、第6表及び付属資料3-1のとおり

となっている。

また、救急隊を配備していない真狩村・留寿都村の救急件数については、第7表のとおりとなっ

ている。

救急救命士による自動心臓マッサージ機（LUCAS3）を使用した救命処置
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第6表 救急隊別・救急事故別出動件数及び搬送人員

第7表 過去３年間における救急件数（真狩・留寿都）

※主に真狩村への出動はニセコ救急、留寿都村への出動は喜茂別救急にて対応している。

出動区分

救急隊別

火

災

事

故

自
然
災
害
事
故

水

難

事

故

交

通

事

故

労
働
災
害
事
故

運
動
競
技
事
故

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

その他 合

計

転
院
搬
送

そ

の

他

倶
知
安

出動件数 1 1 40 12 5 239 5 2 426 135 15 881

救急件数 1 1 29 11 5 229 3 2 393 134 808

搬送人員 2 1 30 11 5 229 3 2 395 134 812

蘭

越

出動件数 1 6 5 3 37 1 111 13 1 178

救急件数 5 5 3 36 105 13 167

搬送人員 5 5 4 36 105 13 168

ニ
セ
コ

出動件数 1 27 13 5 150 2 268 89 4 559

救急件数 1 15 12 5 146 2 248 89 518

搬送人員 1 17 12 5 146 2 253 89 525

喜
茂
別

出動件数 36 12 1 105 205 35 1 395

救急件数 25 12 1 96 175 35 344

搬送人員 27 12 1 96 175 35 346

京

極

出動件数 25 4 56 1 97 147 4 334

救急件数 16 4 55 1 88 147 311

搬送人員 20 4 55 1 88 147 315

合

計

出動件数 1 2 1 134 46 14 587 5 6 1,107 419 25 2,347

救急件数 1 2 90 44 14 562 3 5 1,009 418 2,148

搬送人員 2 2 99 44 15 562 3 5 1,016 418 2,166

前

年

出動件数 4 1 141 33 5 471 6 12 1,040 375 40 2,128

救急件数 2 98 33 5 457 5 5 971 372 10 1,958

搬送人員 2 120 33 5 460 6 5 971 372 10 1,984

増

減

出動件数 △3 2 0 △7 13 9 116 △1 △6 67 44 △15 219

救急件数 △1 2 0 △8 11 9 105 △2 0 38 46 △10 190

搬送人員 0 2 0 △21 11 10 102 △3 0 45 46 △10 182

区 分 令和３年 令和４年 令和５年

真 狩
78件

（ニセコ救急61件対応）

92件

（ニセコ救急80件対応）

65件

（ニセコ救急47件対応）

留寿都
131件

（喜茂別救急116件対応）

168件

（喜茂別救急156件対応）

193件

（喜茂別救急172件対応）
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（２）スキー・スノーボード事故傷病者の搬送状況

スキー・スノーボード事故による救急件数は279件（前シーズン比144件増）、搬送人員も

279人（前シーズン比144人増）と増加となった。

現住所別傷病者で、国内115人（41.2％）外国164人（58.8％）となっており、外国籍傷病

者の搬送は、新型コロナウイルス感染拡大前の搬送人員にほぼ戻った。一般負傷に占めるスキー・

スノーボード事故負傷者の男女別及び各スキー場施設別の発生状況（シーズン別）の概要について

は第8表及び付属資料4のとおりとなっている。

なお、過去5年間におけるスキー・スノーボード事故搬送者における外国籍傷病者の推移は第９

表のとおりである。

第8表 20２2年～20２3年シーズン中におけるスキー・スノーボード事故の救急搬送人員

第9表 過去５年間のスキー・スノーボード事故搬送者における外国籍傷病者の推移

253

204

86

135

279

160

120

0
2

164

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

スキー事故搬送人員

スキー事故における外国籍

傷病者搬送人員

所属別

調査項目
倶知安 蘭 越 ニセコ 喜茂別 京 極 計

搬
送
人
員

男 性 73 9 49 28 14 173

女 性 52 4 31 17 2 106

合 計 125 13 80 45 16 279

ス
キ
ー
場
別

ニセコ・グランヒラフ 82 1 7 5 95

ニセコ・花園スキー場 30 3 4 37

ニセコビレッジスキー場 9 23 1 33

ﾆｾｺｱﾝﾇﾌﾟﾘ国際ｽｷｰ場 10 35 45

ニセコモイワスキー場 1 2 5 8

ﾙ ｽ ﾂ ﾘ ｿ ﾞ ｰ ﾄ ｽ ｷ ｰ 場 2 3 42 6 53

中 山 峠 ス キ ー 場 3 3

旭 丘 ス キ ー 場

バックカントリー 1 2 3

そ の 他 2 2

合 計 125 13 80 45 16 279
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（３）外国籍傷病者の搬送状況

令和5年救急出動全体における外国

籍傷病者の搬送人員は、政府の入国規制

緩和及び新型コロナウイルス感染症が第

5類感染症に移行したことで外国人観光

客が増えたことに伴い249人と、前年

比202人の増となった。

（第１０表参照）

４ 救助出動の状況

救助出動は８７件（前年比２件減）発生している。

事故種別ごとの救助出動件数では、交通事故が２３件と最も多く、次いで建物事故２１件、その

他１３件、捜索が１１件となっている。（第１１表参照）

第10表 過去５年間の外国籍傷病者搬送の推移

240

147

2

47

249

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年
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第１１表 事故別・所属別救助出動状況

（注）各救助出動件数には、非活動件数を含む。

建物事故・・・落雪による生き埋め及び建物内への閉じ込め事故など。

自然災害事故・・・自然現象（暴風、大雨、大雪、雪崩等）に起因する事故

その他・・・居住者の安否確認や徘徊者の捜索など。

（１）山岳救助（遭難）、水難救助

山岳救助・遭難事案は１６件発生しており前年に比べ３件減少した。バックカントリーにおける

雪崩、負傷、夏山の熱中症によるものが多く発生している。（第１２表参照）

発生場所別では羊蹄山での事故が８件、ニセコ山系６件、その他２件となっている。

（第１３表参照）

また、雪崩事故が３件発生し、３名が死亡している。

水難救助は３件発生し、発生場所別では尻別川が２件、小河川１件となっている。

山岳救助、水難救助の過去５年間の発生状況は、付属資料5-１、5-２のとおりとなっている。

※第１１表中の山岳事故及び捜索の一部を含む

※同一事案での再捜索は含まない

出動区分

所属別

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

自
然
災
害
事
故

機

械

事

故

建

物

事

故

ガ
ス
・
酸
欠
事
故

破

裂

事

故

捜

索

山

岳

事

故

そ

の

他

計

倶知安
出動件数 ５ ２ １ ２ １６ １ ３ ７ ３７

救助者数 ２ １ １ １ １０ ２ ４ ２１

蘭 越
出動件数 ２ １ 1 １ ５

救助者数 １ １

ニセコ
出動件数 ３ １ ２ ６ ４ １ １７

救助者数 １ １ １ １ ４ ８

真 狩
出動件数 １ １ ２ ４

救助者数 １ ２ ３

留寿都
出動件数 ５ １ １ ７

救助者数 ２ １ ３

喜茂別
出動件数 ７ １ １ ２ １１

救助者数 １ １ ２

京 極
出動件数 １ １ １ ３ ６

救助者数 １ １ ２

合 計
出動件数 ２３ ３ ２ ４ ２１ １１ １０ １３ ８７

救助者数 ７ １ ２ ２ １２ ２ ８ ６ ４０

前 年
出動件数 ２１ １ １ １ １７ ２ ９ １９ １８ ８９

救助者数 １８ ２ １ ９ １ ６ １６ ４ ５７

増 減
出動件数 ２ ２ １ ３ ４ △２ ２ △９ △５ △２

救助者数 △９ △１ ２ １ ３ △１ △４ △８ ２ △１７
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注：夏山（６月～１０月）/冬山１１月～５月）

（２）山菜採り行方不明者捜索出動

（春・秋の山菜採り行方不明者の捜索出動は３件発生し前年と比べ６件の減少となった。住所別

では、全て管外在住者である、

ニセコ町で発生した捜索事案では、延べ４日間、１０５名が捜索活動を行ったが発見に至ってい

ない。また、今年度よりドローンを活用し捜索を行っている。

山菜採り行方不明者捜索出動の詳細並びに過去10年間の発生状況は、付属資料5-３のとおり

となっている。

５ その他の災害出動状況

警戒出動は、１７５件発生（前年比７件減）している。主な出動はドクターヘリ等のヘリコプタ

ー離着陸支援出動や交通事故等における救急支援等が１０４件（前年比８件増）、自動火災報知設

備鳴動や危険物漏えいに関する出動が５２件となっている。

第12表 事故原因別発生件数 第13表 発生場所別件数

1

3

1

3

1

3

4

急病 負傷 道迷い 熱中症 疲労 雪崩 その他

5 3

4

2

1

1

夏山 冬山

羊蹄山 ニセコ山系 その他

9



６ ヘリコプターの要請状況

ヘリコプターの出動件数は、５８件（前年比７件増）。主に救急患者の搬送を目的としたドクタ

ーヘリなどの要請は、道央圏消防本部の中でも多く５２件となった。出動要請区分別では、救急現

場からドクターヘリ等への現場出動要請が3９件と最も多く、病院間搬送要請が５件となってい

る。

また、救助等により北海道消防防災ヘリ及び札幌市消防局ヘリの要請６件のうち３件は途上引揚

により非活動となっている。主な要請は、山岳救助出動や山菜採り行方不明者の捜索に伴うもの

である。町村別（所属別）のヘリコプター要請の詳細は付属資料6のとおりとなっている。

７ 災害通報受付

（１）指令センター119番受付状況

令和５年の119番通報受付件数は4,699件であり、これは1日あたりの受付件数は、

約12.9件となり、管内（約3３,８00人）の住民約1.3割が通報したことになる。

（第1４表参照）

第1４表 １１９番受付月別・種別一覧 （単位：件）

※試験とは、火災通報装置訓練・出動訓練など

※その他とは、いたずら・間違い・近隣消防本部への転送など

※３月に指令センターが移設となり各回線から通報試験を多数実施している。

（２）外国語による119番受付状況

新型コロナウイルス感染拡大による渡航制限が解除され、外国人による119番通報が増加傾

向となった。（第１５表参照）

月 火 災 救 急 警 戒 救 助 試 験 その他 合 計

1月 2 274 7 4 52 172 511

2月 6 249 7 5 28 103 398

3月 0 205 10 9 262 56 542

4月 3 106 5 2 120 34 270

5月 8 142 14 2 152 56 374

6月 2 135 9 15 133 76 370

7月 3 189 13 15 46 69 335

8月 3 226 13 12 137 71 462

9月 3 155 11 8 60 30 267

10月 2 152 16 11 106 43 330

11月 3 152 7 10 151 24 347

12月 3 270 7 6 114 93 493

合計 38 2,255 119 99 1,361 827 4,699
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第1５表 外国語による１１９番受付状況 （単位：件）

※その他とは、病院照会・いたずら・間違い・近隣消防本部への転送など

（３）口頭指導実施状況

住民からの救急要請を入電した場合、出動を指令するとともに救急車が現場到着するまでの

間、通報者からの内容を聴取し、気道の確保や胸骨圧迫など症状に応じた口頭指導を行ってい

る。令和５年は総件数９６件であり、「心臓マッサージ」が４４件、「止血処置」が４４件、

「異物除去」が１件、「状態管理」（患部の冷却、気道確保、体位管理や適切な場所への移

動）が６件、「ＡＥＤ」が１件となっている。

８ 消防団員の出動概要

消防団員の災害出動件数は、９件（前年比４件増）であり、出動人員は１５７人（前年比９２

人増）となった。（第1６表参照）

また、消防団員の火災出動状況は、総火災出動件数２３件のうち、７件の火災に出動している。

（第1７表参照）

第1６表 事故別・所属別出動人員

※救助出動は、山菜採り等行方不明者の捜索出動。

年 火災 救急 警戒 救助 その他 合計

平成26年 7 7

平成27年 13 1 2 17 33

平成28年 10 1 10 21

平成29年 11 1 1 14 27

平成30年 15 2 41 58

令和元年 27 4 2 45 78

令和２年 16 1 23 40

令和3年 1 ２ 3 6

令和４年 4 3 2 9

令和５年 １６ ２ １ ７１ ９０

種別

消防団
火 災 水 防 救 助 警 戒 支 援 危険排除 合 計

倶知安 ４８ ２ ５０

蘭越 １１ １１

ニセコ ３４ ２７ ６１

真狩

留寿都 ３１ ３１

喜茂別 ４ ４

京極

合計 １２８ ２７ ２ １５７
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第 1７表 過去 5 年間の火災における消防団員の出動状況

火災件数 出動回数（回） 出動人員（人）

令和元年 ２１ １１ １６８

令和２年 ２0 2 30

令和３年 １４ ５ ５７

令和４年 １７ ４ ５２

令和５年 ２３ ７ １２８
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【 付 属 資 料 】

１ 災害出動状況総括表（町村別） 資料１－１

災害出動状況総括表（月別） 資料１－２

２ 火災発生一覧 資料２

３ 救急出動状況総括表（救急隊・消防隊別） 資料３－１

搬送先医療機関一覧表 資料３－２

４ スキー・スノーボード事故者救急搬送集計表 資料４－１

スキー・スノーボード等事故者救急搬送人員調 資料４－２

（平成７年～令和４年シーズン）

５ 山岳救助出動件数（令和元年～令和５年） 資料５－１

水難救助出動件数（平成元年～令和５年） 資料５－２

山菜採り行方不明者捜索出動件数（平成2６年～令和５年） 資料５－３

６ ヘリコプター要請・活動出動件数 資料６
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本年 128 6 2 2 2 6 2 35 1 1 25 1 9 49 1 738 50

前年 126 7 1 1 1 4 1 1 3 31 2 29 4 48 2 3 689

本年 27 5 2 3 4 1 5 1 10 1 198 11

前年 31 6 1 3 4 4 1 1 7 7 1 8 2 253 47

本年 48 6 1 2 3 2 1 11 6 9 3 12 1 425 61

前年 43 1 1 1 10 2 9 3 3 15 338 17

本年 11 2 2 4 3 45

前年 22 1 1 13 1 1 1 1 4 188

本年 19 4 1 1 1 2 7 1 7 160 31

前年 17 7 3 3 4 118

本年 34 1 1 9 1 1 3 3 14 2 233 4

前年 42 1 1 9 3 13 3 13 210 1

本年 23 1 1 4 1 1 5 1 1 9 153

前年 17 2 1 7 1 1 5 134

290 23 3 3 4 10 2 3 3 7 72 3 12 52 2 17 104 1 4 1,952 157

298 16 2 1 1 4 9 5 2 6 79 2 8 69 5 12 96 4 7 1,930 65

災害出動状況総括表（町村別）

火　　災　　出　　動 救　助 警戒出動 その他 人　員

建　物　火　災

本年計

前年計

区分　
出

動

総

件

数

調

査

出

動

火

災

出

動

延

焼

棟

車

両

火

災

林

野

火

災

そ

の

他

救

助

多

数

傷

病

者

救

急

・

救

助

捜

索

警

戒

水

防

危

険

排

除

支

援

特

殊

災

害

応

援

職

員

団

員

ぼ

や

部

分

焼

半

焼

全

焼

爆

発

火

災

建

物

計
　町村別

倶 知 安

蘭 越

ニ セ コ

真 狩

留 寿 都

喜 茂 別

京 極

資料１－１



本年 17 1 1 1 3 1 5 1 5 1 122

前年 20 1 1 1 6 5 1 7 129

本年 29 3 1 1 1 1 4 1 6 1 12 2 218 4

前年 34 15 6 13 177

本年 18 6 1 3 7 1 99

前年 16 1 1 1 9 2 4 105

本年 13 2 1 1 1 1 4 2 4 117 31

前年 19 2 1 1 1 1 5 2 8 1 134

本年 25 7 2 2 2 3 2 1 6 9 229 36

前年 16 4 1 1 3 1 4 7 132

本年 23 1 1 1 7 1 5 2 1 6 194 27

前年 30 2 1 1 1 2 1 6 3 2 12 1 1 205 17

本年 32 1 1 12 1 1 4 13 195

前年 30 8 1 7 1 12 1 229

本年 29 3 1 1 2 1 9 2 2 13 173 38

前年 38 11 12 5 8 2 229

本年 24 1 1 7 6 3 6 1 142 11

前年 26 1 1 1 7 1 14 1 1 1 137 1

本年 33 1 1 7 2 6 2 15 181

前年 20 1 1 1 1 3 1 4 2 8 1 109 11

本年 25 2 1 1 1 8 3 2 2 8 134

前年 27 3 2 2 3 1 9 5 10 210 36

本年 22 1 1 1 2 7 5 3 6 148 10

前年 22 1 1 1 8 5 6 1 1 134

290 23 3 3 4 10 2 3 3 7 72 3 12 52 2 17 104 1 4 1,952 157

298 16 2 1 1 4 9 5 2 6 79 2 8 69 5 12 96 4 7 1,930 65

△ 8 7 1 2 △ 1 1 △ 3 1 3 1 △ 7 1 4 △ 17 △ 3 5 8 △ 3 △ 3 22 92

災害出動状況総括表（月別）

火　　災　　出　　動 救　助 警戒出動 その他 人　員

建　物　火　災

本年累計

前年累計

比 　　較

区　分　
出

動

総

件

数

調

査

出

動

火

災

出

動

延

焼

棟

車

両

火

災

林

野

火

災

そ

の

他

救

助

多

数

傷

病

者

救

急

・

救

助

捜

索

警

戒

水

防

危

険

排

除

支

援

特

殊

災

害

応

援

職

員

団

員

ぼ

や

部

分

焼

半

焼

全

焼

爆
発
火
災

建

物

計
 月　別

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

資料１－２



罹災 罹災 焼損

人員 世帯 棟数 職員 団員

1 1/14 土 1 倶知安町
ニセコひらふ
2条2丁目7-18

宿泊施設 建物火災 ぼや 1 電気機器等
調理中に台所の換気扇スイッチを入れ、食事後に台所
へ戻るとスイッチ部より白煙及び火花が出ていたため
ブレーカーを遮断し119番通報したもの。

無 5

2 2/16 木 1 ニセコ町 字曽我 自動車 車両火災 - 8 
その他

（ファンベ
ルト）

軽自動車で走行中、突然異音が発生し車両が走行不能
となりエンジンルームより出火したもの。付近住民が
駆け付け消火器を使用し初期消火成功した。

有 ○ 6

3 2/18 土 2 倶知安町
字樺山65番
地134

宿泊施設 建物火災 部分焼 16.19 1 4,654 ストーブ
木造地下１階地上２階建ての宿泊施設より出火し
壁面を焼損したもの。

有 × 20

4 2/20 月 1 喜茂別町
字中里26番
地

ビニール
ハウス

その他火災 - 40.00 167 
配線　　

（電熱線）
育苗用のビニールハウスより出火したもの。 無 16 4

5 4/6 木 1 蘭越町 港町2154 原野 その他火災 - 129.40 その他 海岸沿いの枯れ草が延焼したもの。 無 19

6 4/6 木 1 留寿都村
字三ノ原17-
9

工場 建物火災 部分焼 42.00 1 6,089 電気機器等 木材チップ工場から出火し内部を焼損したもの。 無 19 31

7 5/2 火 2 留寿都村
字向丘308番
地3

枯草焼き その他火災 - 420.00 その他
枯草を燃やしていたところ、風にあおられ周囲の
笹藪に燃え広がったもの。

有 × 16

8 5/3 水 2 ニセコ町 字桂台9-1 ゴミ焼き 建物火災 全焼 69.56 303.94 1 1 470 その他
ゴミ焼きの火が付近の倉庫に燃え広がり、倉庫が
全焼したもの。

無 23

9 5/3 水 3 ニセコ町
字近藤139-1
他

ゴミ焼き 林野火災 - 100.30 その他 ゴミ焼きの火が原野へ燃え広がったもの。 無 23 20

10 5/5 金 1 京極町 字大富 花火 その他火災 - 187.50 その他
熊よけの花火を使用後に周囲の草木に燃え移った
もの。

有 × 14

11 5/11 木 2 蘭越町
字淀川30番
地1

山林 林野火災 - 269.55 その他 山林が広範囲に渡り焼損したもの。 無 23

12 5/14 日 3 蘭越町 目名町 枯草焼き その他火災 - 631.75 火入れ
火入れを行い、その場を離れたところ周囲に燃え
広がったもの。

有 × 15

13 5/17 水 4 ニセコ町
字ニセコ
173-2

住宅 建物火災 全焼 209.25 2 1 1 1,205 ストーブ 住宅及び納屋を全焼したもの。 有 × 26 14

14 6/16 金 3 倶知安町
南4条東2丁
目3-28

寄宿舎 建物火災 ぼや 0.25 1 79 コンロ
鍋に入った油を捨てるため凝固剤を投入し火を点けた
後その場を離れたため発火し、換気扇等を焼損したも
の。

無 18

15 7/26 水 3 留寿都村 字旭野296 ゴミ焼き その他火災 - 0.49 その他
敷地でゴミが燃えているのを通行人が発見し池の
水で初期消火したもの。

有 ○ 4

16 8/16 水 4 留寿都村 字三ノ原 ショベル 車両火災 - 350 配線（交通
機関内配線）

稼働中のショベルのエンジンルームより出火した
もの。

無 11

17 8/24 木 4 倶知安町
ニセコひらふ
1条4丁目5-18

事務所 建物火災 全焼 調査中 1 24,260 調査中
アドベンチャーパーク内の事務所を全焼したも
の。

無 27 38

18 8/30 水 5 倶知安町
ニセコひらふ
5条1丁目10-6

宿泊施設 建物火災 部分焼 調査中 1 調査中 調査中
宿泊施設のブレーカー及びエアコン等を焼損したも
の。（管理人が施設巡回中に発見、事後聞知による覚
知）

無 4

19 9/11 月 4 蘭越町 港町1535 産廃敷地 その他火災 - 313.46 
その他　

（自然発火）
産廃処理場の堆積物より出火したもの。 無 13 11

20 10/6 金 5 蘭越町 字黄金313 発電所 その他火災 -
配線　　

（送電線）
倒木が送電線に接触し出火したもの。 無 13

320.810 16.440 369.850 2,026.540 2 1 8 1 0 0 37,282 315 118

火災発生一覧表（No.1）

火災番号 出動人員
及び発災町村

小計

番
号

発生日曜日 発生場所 形　態 火災種別 焼損程度
焼損床面
積（㎡）

焼損表面
積（㎡）

林野焼損
面積

（ａ）

その他焼損
面積（㎡）

延焼棟 負傷者 死者
損害額  
(千円）

出火原因 状　　　　　　況
初
期
消
火

成
功

資料２



罹災 罹災 焼損

人員 世帯 棟数 職員 団員

21 11/2 木 5 ニセコ町 字本通252-6 住宅 建物火災 ぼや 2 1 1 2 電気機器等
（電子レンジ）

電子レンジでコップを温めていたところ、レンジ内よ
り出火したもの。

有 ○ 7

22 11/8 水 6 ニセコ町 字曽我803-1 自動車 車両火災 － 25 
その他　

（ファンベ
ルト）

軽トラックで走行中、突然走行不能となり、停車後に
エンジンルームより出火したもの。

有 × 8

23 12/15 金 6 倶知安町
南5条東1丁
目11番地10

住宅 建物火災 全焼 調査中 調査中 6 3 3 2 2 調査中 調査中
住宅が全焼し、居住者２名が避難の際に負傷した
もの。

無 32 10

320.810 16.440 369.850 2,026.540 10 5 12 3 2 0 37,309 362 128

火災発生一覧表（No.２）

火災番号 出動人員
及び発災町村

合計

番
号

発生日曜日 発生場所 形　態 火災種別 焼損程度
焼損床面
積（㎡）

焼損表面
積（㎡）

林野焼損
面積

（ａ）

その他焼損
面積（㎡）

延焼棟 負傷者 死者
損害額  
(千円）

出火原因 状　　　　　　況
初
期
消
火

成
功



転

院

搬

送

医

師

・

看

護

師

医

療

資

材

そ

の

他

出動件数 881 1 1 40 12 5 239 5 2 426 135 4 11

救急件数 808 73 881 1 1 29 11 5 229 3 2 393 134

搬送人員 812 2 1 30 11 5 229 3 2 395 134

出動件数 793 2 42 11 201 4 6 364 136 8 19

救急件数 727 66 793 2 33 11 194 3 4 341 135 4

搬送人員 738 2 42 11 195 4 4 341 135 4

出動件数 178 1 6 5 3 37 1 111 13 1

救急件数 167 11 178 5 5 3 36 105 13

搬送人員 168 5 5 4 36 105 13

出動件数 224 1 1 12 1 45 1 1 143 16 3

救急件数 206 18 224 10 1 44 1 134 16

搬送人員 207 11 1 44 1 134 16

出動件数 559 1 27 13 5 150 2 268 89 4

救急件数 518 41 559 1 15 12 5 146 2 248 89

搬送人員 525 1 17 12 5 146 2 253 89

出動件数 465 1 24 9 94 2 231 99 5

救急件数 436 29 465 14 9 94 1 215 99 4

搬送人員 438 14 9 96 1 215 99 4

出動件数 395 36 12 1 105 205 35 1

救急件数 344 51 395 25 12 1 96 175 35

搬送人員 346 27 12 1 96 175 35

出動件数 340 38 8 2 91 1 3 169 25 3

救急件数 302 38 340 25 8 2 89 1 151 25 1

搬送人員 309 32 8 2 89 1 151 25 1

出動件数 334 25 4 56 1 97 147 4

救急件数 311 23 334 16 4 55 1 88 147

搬送人員 315 20 4 55 1 88 147

出動件数 306 25 5 2 40 133 99 2

救急件数 287 19 306 16 5 2 36 130 97 1

搬送人員 292 21 5 2 36 130 97 1

出動件数 2,347 1 2 1 134 46 14 587 5 6 1,107 419 4 21

救急件数 2,148 199 2,347 1 2 90 44 14 562 3 5 1,009 418

搬送人員 2,166 2 2 99 44 15 562 3 5 1,016 418

出動件数 2,128 4 1 141 33 5 471 6 12 1,040 375 8 32

救急件数 1,958 170 2,128 2 98 33 5 457 5 5 971 372 10

搬送人員 1,984 2 120 33 5 460 6 5 971 372 10

出動件数 219 △ 3 2 △ 7 13 9 116 △ 1 △ 6 67 44 △ 4 △ 11

救急件数 190 29 219 △ 1 2 △ 8 11 9 105 △ 2 38 46 △ 10

搬送人員 182 2 △ 21 11 10 102 △ 3 45 46 △ 10

救急出動状況総括表（救急隊別）

救　　　急　　　事　　　故　　　種　　　別
そ　　　の　　　他

　救急隊

出動区分　
合

計

不

搬

送

不

搬

送

救

急

件

数

+

火

災

事

故

自

然

災

害

事

故

水

難

事

故

交

通

事

故

労

働

災

害

事

故

運

動

競

技

事

故

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

倶
　
知
　
安

本
年

前
年

蘭
　
　
　
越

本
年

前
年

ニ
　
セ
　
コ

本
年

前
年

喜
　
茂
　
別

本
年

前
年

京
　
　
　
　
極

本
年

前
年

合
　
　
　
計

本
年

前
年

増　　減
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倶知安救急 蘭越救急 ニセコ救急 喜茂別救急 京極救急

搬　送　人　員 搬　送　人　員 搬　送　人　員 搬　送　人　員 搬　送　人　員 搬　送　人　員

倶知安厚生病院 639 137 396 275 145 1,592 

ニセコ脳神経外科 6 1 7 2 16 

ニセコインターナショナルクリニック 3 1 1 5 

くとさん外科胃腸科 1 1 

小計 648 138 397 282 149 1,614 

蘭越診療所 1 1 

喜茂別町立クリニック 2 2 

野の花診療所 1 1 

留寿都診療所 1 1 

羊蹄グリーン病院 1 1 

ニセコ医院 1 1 

小計 1 2 1 3 7 

岩内協会病院 3 1 1 5 

余市協会病院 1 2 1 2 6 

黒松内町国保くろまつないブナの森診療所 1 1 2 

小計 1 6 2 4 13 

小樽市立病院 66 6 29 1 45 147 

小樽協会病院 2 1 1 4 

小樽中央病院 3 2 3 1 3 12 

小樽掖済会病院 8 1 3 4 16 

済生会小樽病院 3 1 1 5 

おたるレディースクリニック 2 2 

いしばし病院 3 3 

小計 84 13 36 3 53 189 

札幌医大附属病院 1 1 2 

　　　　〃　　　　　救急救命センター 1 2 1 1 5 

北海道大学附属病院 1 2 3 

　　　　〃　　　　　救急救命センター 3 1 4 

市立札幌病院 1 1 2 

　　　　〃　　　　　救急救命センター 3 4 2 9 

手稲渓仁会病院 1 1 11 1 14 28 

　　　　〃　　　　　救急救命センター 16 1 14 1 20 52 

(独法）国立病院機構北海道医療センター救急救命センター 1 2 1 3 7 

札幌厚生病院 17 8 3 21 49 

中村記念病院 2 5 1 8 

中村記念南病院 2 3 2 20 4 31 

静和記念病院 1 2 4 7 

北光記念病院 1 1 

北海道循環器病院 1 1 1 2 5 

札幌孝仁会記念病院 1 2 3 6 

ＮＴＴ東日本札幌病院 1 1 2 

北海道がんセンター 1 1 

札幌南３条病院 1 1 

札幌東徳州会病院 3 2 1 5 11 

札幌白石記念病院 3 1 4 

勤医協中央病院 1 1 3 5 

札幌徳州会病院 3 2 1 6 

恵佑会札幌病院 1 1 

北海道立総合医療療養センター 2 2 

KKR札幌医療センター 1 1 2 

札幌北楡病院 1 2 3 

札幌心臓血管クリニック 3 3 6 

札幌歯科医師会口腔医療センター 1 1 

札幌整形外科 1 1 

斗南病院 1 1 

JCHO北海道病院 1 1 2 

八木整形外科病院 1 1 

華岡青洲記念心臓血管クリニック 1 1 

華岡青洲記念病院 3 3 

北海道せき損センター 1 1 

友愛会恵愛病院 1 1 

自衛隊札幌病院 1 1 

日之出歯科真駒内診療所 1 1 

五輪橋病院 2 2 

五輪橋整形外科病院 2 2 

札幌禎心会病院 2 1 3 

坂泌尿器科病院 1 1 

いとう整形外科 1 1 

小計 66 12 62 45 101 286 

伊達日赤病院 3 3 1 7 

洞爺協会病院 1 1 2 

市立室蘭総合病院 1 1 2 4 

製鉄記念室蘭病院 1 1 1 3 

江別市立病院 2 2 

岩見沢市立病院 1 1 

旭川医科大学付属病院救命救急センター 1 1 

王子総合病院 1 1 

小計 4 2 8 5 2 21 

防災ヘリ

札消ヘリ

ドクターヘリ(町内HP） 8 2 1 2 3 16 

　〃（町外HP） 1 8 4 3 16 

　〃（管外HP） 1 1 2 4 

その他(他救急車・警察署等）

小計 9 3 10 8 6 36 

813 176 516 346 315 2,166 

　　　　　　　　　　　　　　 搬送先医療機関一覧表          　　　　　　　　　　　　　　　　

救　急　隊　別

　搬送先等

合　　計

区　分　 合　　計

倶
知
安
町
内

後
志
管
内

（
除
小
樽

）

消
防
組
合
管
内

（
除
倶
知
安

）

小
樽
市
内

札
幌
市
内

そ
の
他
の
市
町
村

そ
の
他
の
場
所

（
病
院
以
外

）
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ボ
ー
ド

ｽ
ｷ

ｰ

ボ
ー
ド

ｽ
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ｰ

ボ
ー
ド

ｽ
ｷ

ｰ

ボ
ー
ド

(人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人)

男 性 41 32 5 4 21 28 15 13 7 7 89 84 173

女 性 37 15 2 2 17 14 12 5 2 70 36 106

合 計 78 47 7 6 38 42 27 18 9 7 159 120 279

日 本 国 内 23 16 3 3 17 16 15 13 6 3 64 51 115

外 国 55 31 4 3 21 26 12 5 3 4 95 69 164

合 計 78 47 7 6 38 42 27 18 9 7 159 120 279

10歳未満 3 1 1 1 1 1 5 3 8

10才以上～20歳未満 16 6 1 1 6 7 5 3 1 2 29 19 48

20歳以上～30歳未満 12 14 1 2 8 9 2 5 1 2 24 32 56

30歳以上～40歳未満 14 13 1 4 14 3 2 22 29 51

40歳以上 33 13 4 2 20 12 16 7 6 3 79 37 116

合 計 78 47 7 6 38 42 27 18 9 7 159 120 279

ニセコ・グランヒラフ 48 34 1 2 5 4 1 55 40 95

ニセコ・花園スキー場 20 10 2 1 2 2 24 13 37

ニセコヴィレッジスキー場 8 1 14 9 1 22 11 33

ニセコアンヌプリ国際スキー場 5 5 13 22 18 27 45

ニセコモイワスキー場 1 1 1 4 1 6 2 8

ルスツリゾートスキー場 2 1 2 26 16 3 3 30 23 53

中山峠スキー場 1 2 1 2 3

バ ッ ク カ ン ト リ ー 1 1 1 2 1 3

そ の 他 1 1 1 1 2

合 計 78 47 7 6 38 42 27 18 9 7 159 120 279

転 倒 52 23 5 5 26 28 19 13 7 6 109 75 184

衝 突 17 17 2 1 7 13 4 2 1 30 34 64

ジ ャ ン プ 4 6 2 1 3 3 9 10 19

そ の 他 5 1 3 1 2 11 1 12

合　　　　　計 78 47 7 6 38 42 27 18 9 7 159 120 279

スキー・スノーボード事故者救急搬送集計表
最初の出動　令和4年12月4日

最後の出動　令和5年 5月4日

救急隊名 倶 知 安 蘭 越 ニ セ コ 喜 茂 別 京 極 小 計

合
計

調査項目
搬

送

人

員
出

身

地

年

令

区

分

負

傷

原

因

ス

キ

ー

場

別
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スキー ボード スキー ボード スキー ボード スキー ボード スキー ボード スキー ボード

7 12 ～ 8 5 30 20 4 1 30 10 22 21 86 52 138

8 11 ～ 9 4 41 56 4 3 41 38 34 26 120 123 243

9 12 ～ 10 5 47 54 0 3 44 47 26 19 117 123 240

10 11 ～ 11 5 42 69 3 2 44 47 29 47 118 165 283

11 11 ～ 12 5 30 56 3 3 40 57 17 52 90 168 258

12 12 ～ 13 5 43 60 5 8 39 44 20 34 107 146 253

13 12 ～ 14 4 41 57 8 2 38 32 22 39 0 1 109 131 240

14 11 ～ 15 5 22 61 6 5 37 36 32 33 3 12 100 147 247

15 12 ～ 16 5 28 56 5 3 40 33 19 20 4 3 96 115 211

16 11 ～ 17 5 25 50 5 2 38 24 21 18 0 6 89 100 189

17 12 ～ 18 5 27 42 4 1 37 37 21 32 6 11 95 123 218

18 12 ～ 19 5 23 46 2 8 37 42 23 28 3 9 88 133 221

19 12 ～ 20 4 39 34 9 7 32 37 26 36 8 4 114 118 232

20 12 ～ 21 5 28 37 5 5 35 32 30 23 5 3 103 100 203

21 12 ～ 22 5 34 50 5 4 40 28 27 18 8 5 114 105 219

22 12 ～ 23 5 40 41 3 4 36 19 23 18 4 6 106 88 194

23 12 ～ 24 5 25 31 6 6 40 20 20 23 8 1 99 81 180

24 12 ～ 25 5 43 34 7 1 36 28 28 29 10 5 124 97 221

25 12 ～ 26 5 51 49 5 5 58 37 19 28 11 5 144 124 268

26 12 ～ 27 5 61 35 7 4 54 33 25 29 10 3 157 104 261

27 12 ～ 28 5 74 50 9 3 52 31 28 29 5 6 168 119 287

28 12 ～ 29 5 60 54 5 5 65 29 36 34 13 6 179 128 307

29 12 ～ 30 5 64 33 3 2 48 21 36 21 11 15 162 92 254

30 12 ～ 1 5 65 43 3 9 39 28 32 20 9 5 148 105 253

1 12 ～ 2 5 55 34 5 3 31 16 30 20 5 5 126 78 204

2 12 ～ 3 5 17 24 1 1 5 3 14 14 3 4 40 46 86

3 12 ～ 4 4 26 25 2 2 12 10 30 22 4 2 74 61 135

4 12 ～ 5 5 78 47 7 6 38 42 27 18 9 7 159 120 279

1,159 1,248 131 108 1,086 861 717 751 139 124 3,232 3,092 6,324

スキー・スノーボード事故者救急搬送人員調（平成7年12月～令和5年5月）

倶知安 蘭越 ニセコ 喜茂別 京極 小計

2,407 239 1,947 1,468 263 6,324

備考

１　京極救急は、平成１４年４月１日から運用開始した。

年 月 年 月 合計

合　　　計
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年

夏山 4 3 3 1 11 

冬山 2 2 2 1 1 8 

夏山 2 2 4 1 1 10 

冬山 3 1 1 1 6 

夏山 5 1 4 1 2 13 

冬山 2 1 1 1 2 7 

夏山 3 2 9 1 15 

冬山 2 1 1 4 

夏山 3 4 1 2 10 

冬山 1 1 1 1 1 1 5 

夏山 17 5 7 20 2 5 3 

冬山 5 9 6 2 2 3 3 1 

計 22 14 13 22 4 8 6 1 

1 上段は、夏山（6月～10月）救助件数
2 下段は、冬山（11月～5月）救助件数

年

流水

静水

流水 1 1 2 

静水

流水 1 1 

静水

流水 1 1 

静水

流水 2 1 3 

静水

流水 3 2 2 

静水

計 3 2 2 

1 上段は、流水（河川）における救助件数
2 下段は、静水（湖・沼・池等）救助件数

山岳救助出動件数（過去5年間）

発生町村

59 

31 

90 

備　考

水難救助出動件数（過去5年間）

発生町村

7 

7 

備　考

倶知安町 蘭越町 ニセコ町 真狩村 留寿都村 喜茂別町 京極町 管外 計

令和元年（2019年） 19 

令和2年（2020年） 16 

令和3年（2021年） 20 

令和４年（2022年） 19 

令和5年（2023年） 15 

累　　計

倶知安町 蘭越町 ニセコ町 真狩村 留寿都村 喜茂別町 京極町 計

令和元年（2019年）

令和2年（2020年） 2 

令和3年（2021年） 1 

令和４年（2022年） 1 

令和5年（2023年） 3 

累　　計

資料５－１
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町村

年

春 1 1 1 3 5 

秋 1 1 2 

春 1 3 1 1 1 1 1 9 12 

秋 1 1 1 3 

春 1 3 1 3 8 9 

秋 1 1 

春 2 4 4 10 13 

秋 1 1 1 3 

春 4 2 2 1 9 10 

秋 1 1 

春 2 4 1 1 8 13 

秋 1 1 2 1 5 

春 3 2 1 1 7 8 

秋 1 1 

春 2 1 2 1 6 6 

秋 0 

春 2 2 2 6 

秋 2 1 3 

春 1 1 1 3 

秋 0 

春 13 23 11 1 6 14 1 69 

秋 1 2 1 3 2 7 3 19 

計 14 25 12 4 8 21 4 

1 上段は、春季の山菜採（主にタケノコ類）行方不明者捜索出動件数

2 下段は、秋季の山菜採（キノコ類）行方不明者捜索出動件数

3

山菜採り行方不明者捜索出動件数（過去10年間）

88 

備考

再捜索は件数計上なし。

倶知安町 蘭越町 ニセコ町 真狩村 留寿都村 喜茂別町 京極町 計

平成26年（2014年）

平成27年（2015年）

平成28年（2016年）

平成29年（2017年）

平成30年（2018年）

令和元年（2019年）

令和2年（2020年）

令和3年（2021年）

令和4年（2022年） 9 

令和5年（2023年） 3 

累　　計
88 

資料５－３



ヘリコプター要請・活動状況調

区　　　分
災害発生消防署･支署

合計 備考
倶知安 蘭越 ニセコ 真狩 留寿都 喜茂別 京極

現場直接 10 4 10 2 5 3 5 39

病院経由 1 1 2

病院間 4 1 5

医師搬送

資機材搬送

不搬送 2 2 1 1 6

小計 17 6 11 2 7 3 6 52
「不搬送」とは、出動
したが死亡及び病状
回復等のため搬送し
なかったことをいう。

救助 1 1 2

捜索 1 1

その他

非活動 3 3

小計 1 5 6

出動件数合計 18 6 16 2 7 3 6 58

現場直接 10 4 10 2 5 3 5 39

病院経由 1 1 2

病院間 4 1 5

医師搬送

(件)

資機材搬送

不搬送 2 2 1 1 6

小計 17 6 11 2 6 4 6 52

救急 14 10 1 1 1 2 29

救助

捜索

その他

非出動合計 14 10 1 1 1 2 29

天候不良 9 7 1 1 18

出動中 2 1 1 4

整備中

(件)

日没 2 1 1 4

その他 1 1 1 3

非出動理由合計 14 10 1 1 1 2 29

出
動
件
数

救
急

「病院経由」とは、消
防機関の所有する救
急自動車で一次医療
機関へ収容後、高次
医療機関等へヘリコ
プター搬送することを
いう。（ただし、医師
往診及び病院内外
の一時処置は除く。）

救
助
等

「非活動」とは、出動
したが到着前に発見
され、活動を行わず
帰隊することをいう。

（
う
ち
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

）

非
出
動
統
計

非
出
動
件
数

「非出動」とは、要請
されたが悪天候等の
ため出動（離陸）でき
なかったことをいう。

非
出
動
理
由

「その他」の内訳は、
要請側で病状回復等
のためキャンセルし
たことによる。
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ヘリコプター要請・活動状況調

区　　　分
災害発生消防署･支署

合計 備考
倶知安 蘭越 ニセコ 真狩 留寿都 喜茂別 京極 管外

防災
ヘリ

はまなす２号 1 4 5

すずらん（大地）

ドクターヘリ 17 6 11 2 7 3 6 52

札消ヘリ 1 1

道警ヘリ

自衛隊ヘリ

(機)

海保ヘリ

その他ヘリ

機体合計 18 6 16 2 7 3 6 58

倶知安中央公園（隣接着陸
場含む。）

11 1 7 1 20

倶知安駐屯地

小樽開発建設部車庫前 4 1 5

蘭越町山村広場 3 3

ニセコヘリポート 1 1

真狩村除雪センター 2 1 3

ルスツリゾートホテル前駐
車場

尻別除雪ステーション

喜茂別町農村環境改善セ
ンター

1 1

中山峠除雪ステーション

京極町リフレッシュパーク多
目的広場

3 3

組合管内（上記以外） 2 3 2 7

(回)

組合管外 2 2 4

非着陸 3 2 4 1 1 11

着陸場合計 18 6 16 2 7 3 6 58

出
動
機
隊

離
着
陸
場

非着陸とは、
主に捜索等
で着陸しない
でそのまま活
動を行うとき
と、現場へ飛
行中、悪天
候のため帰
投することを
いう。



備考
1 ヘリコプターの出動毎に計上する。（当組合要請分に限る。）
2 ヘリコプターの出動統計は、当組合の直接出動要請により、又は当組合を経由した出動要請により出動したものを記載する。
3 平成17年度に、「大地」が「すずらん」に名称変更された。

(時分)

ヘリコプター要請・活動状況調

区　　　分
災害発生消防署･支署

合計 備考
倶知安 蘭越 ニセコ 真狩 留寿都 喜茂別 京極

倶知安厚生病院 5 1 6

倶知安町内医療機関 1 1

蘭越町内医療機関

ニセコ町内医療機関 1 1

真狩村内医療機関

留寿都村内医療機関

喜茂別町内医療機関

(人)
京極町内医療機関

要請医療機関合計 5 1 2 8

倶知安町 11 11

蘭越町 1 4 5

ニセコ町 1 6 7

真狩村 1 2 3

留寿都村 4 4

喜茂別町 1 1 2

京極町 5 5

国内 3 2 10 2 2 19

(人)
国外 1 1 2

出身地合計 18 6 16 2 7 3 6 58

倶知安厚生病院 7 2 5 3 17

手稲渓仁会病院 9 2 6 2 3 2 4 28

札幌医大附属病院 1 1

市立札幌病院

北大附属病院

美唄労災病院

札幌市内病院 1 1 1 3

小樽市内病院 1 2 1 4

(人)
その他の病院等 1 1

搬送人員合計 18 5 13 2 7 3 6 54

災害現場 2 1 1 4

離着陸場 13 4 11 2 5 3 5 43

要請病院等

一次収容病院等

(人) 処置場所合計 15 4 12 2 6 3 5 47

平
均
現

着
時
間

はまなす2号 1:12 ##### 1:56 ##### ##### ##### ##### 1:41
救急出動を対象に要
請から現着までの平
均時間を算出ドクターヘリ 0:32 0:36 0:27 0:26 0:39 0:24 0:25 0:29

救
助
人
員

山菜捜索 1 1 

山岳救助 1 1 2 

その他

(人) 救助人員合計 1 2 3 

救
　
　
急
　
　
統
　
　
計

ヘ
リ
要
請
医
療
機
関
合
計

倶知安町内医療機
関は、倶知安厚生病
院を除いた機関

救
急
患
者
出
身
地

ヘ
リ
搬
送
に
よ
る
収
　
　

容
病
院
別
搬
送
人
員

ヘ
リ
Ｄ
ｒ

処
置
場
所

ドクターヘリ不搬送
時も、処理を実施し
ている場合がある。

救
助
統
計





羊蹄山ろく消防組合消防本部
〒０４４－０００３

倶知安町北 3条東 4丁目１番地３

TEL 0136-22-2822

FAX 0136-22-5367

羊 蹄 山 ろ く 消 防 組 合

倶 知 安 消 防 署

〒０４４－０００３

倶知安町北 3条東 4丁目１番地３

TEL 0136-22-1089

FAX 0136-21-5461

羊蹄山ろく消防組合消防署

蘭 越 支 署

〒０４８－１３０１

蘭越町蘭越町２４４番４

TEL 0136-57-5010

FAX 0136-51-2900

羊蹄山ろく消防組合消防署

ニ セ コ 支 署

〒０４８－１５０１

ニセコ町字富士見７４番地

TEL 0136-44-2354

FAX 0136-44-2866

羊蹄山ろく消防組合消防署

真 狩 支 署

〒０４８－１６３１

真狩村字真狩５２番地２

TEL 0136-45-2319

FAX 0136-45-2331

羊蹄山ろく消防組合消防署

留 寿 都 支 署

〒０４８－１７３１

留寿都村字留寿都２２６番地７

TEL 0136-46-3304

FAX 0136-46-3488

羊蹄山ろく消防組合消防署

喜 茂 別 支 署

〒０４４－０２０１

喜茂別町字喜茂別２０７番地

TEL 0136-33-2141

FAX 0136-33-2099

羊蹄山ろく消防組合消防署

京 極 支 署

〒０４４－０１０１

京極町字京極３１２番地

TEL 0136-42-2303

FAX 0136-42-3385


